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文 教 民 生 委 員 会 次 第 
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１ 開          会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 自  己  紹  介 

  正副委員長 → 委 員 → 当 局（名簿順） → 事務局 

 

４ 協  議  事  項 
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⑵  委員会重点調査事項について  

 

 

５ 報 告 事 項 

⑴ 令和３年度国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）につい

て（市民生活部 市民課） 

⑵ 小坂小学校駐車場における強風による損害賠償について(教育委員会 教育総

務課) 
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文教民生委員会重点調査事項 
2021.11.18 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ８ 生涯学習について 

 

   ９ 新型コロナウイルス感染症対策について 
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午前９時２４分開会 

○委員長（田中藤一郎） おはようございます。それ

では、ちょっと時間よりか早いですけれども、ただ

いまより文教民生委員会を開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。本当にほんこ

ないだまで雪で云々かんぬんしていたら、昨日なん

かは物すごく暑くって、もうスーツ着とっても、す

ぐ半袖のシャツに着替えに帰った次第であります

けれども、今日もそこまで暑くならないとは思いま

すけども、熱い議論になっても、今日はちょっと抑

えていただきながらやっていきたいなというふう

に思っております。 

 また、今回は４月の人事異動によりまして、多少

のメンバーが替わりましたので、いろいろなお話が

できればなというふうに思っておりますので、今日

もよろしくお願いをいたします。 

 本日の当局職員出席についてでありますが、委員

会室の密集をできるだけ軽減するため、前半の部、

市民生活部、健康福祉部、各振興局、後半の部、地

域コミュニティ振興部、教育委員会の２つのグルー

プに分け出席いただくよう要請しておりますので、

ご了承願います。 

 それでは、３、自己紹介に入ります。 

 年度当初の委員会であり、４月付の人事異動で当

局職員の異動がありましたので、ここで出席者の皆

様に自己紹介をお願いしたいと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いします。 

 まず、委員会からですが、改めまして、私は委員

長の田中です。どうぞよろしく。 

○委員（岡本 昭治） おはようございます。副委員

長をしております岡本です。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（前野 文孝） おはようございます。委員の

前野です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員（上田 伴子） おはようございます。委員の

上田です。よろしくお願いします。 

○委員（福田 嗣久） おはようございます。福田と

申します。よろしくお願いします。 

○委員（芹澤 正志） おはようございます。委員の

芹澤でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員（義本みどり） おはようございます。義本で

す。よろしくお願いいたします。 

○委員（芦田 竹彦） おはようございます。芦田で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） 次に、市民生活部から順に

お願いします。 

○市民生活部長（瀧下 貴也） おはようございます。

４月１日付の人事異動で市民生活部長を拝命しま

した瀧下でございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○市民課長（恵後原孝一） おはようございます。市

民課長の恵後原です。２年目になります。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○市民課参事（川崎 智朗） おはようございます。

市民課参事の川崎です。よろしくお願いいたします。 

○生活環境課長（成田 和博） おはようございます。

生活環境課長の成田です。３年目です。よろしくお

願いいたします。 

○城崎振興局市民福祉課長（土岐 浩司） おはよう

ございます。城崎振興局市民福祉課の土岐と申しま

す。４年目になります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○竹野振興局市民福祉課長（岡田  貢） 竹野振興

局市民福祉課長の岡田です。よろしくお願いします。 

○日高振興局市民福祉課長（川端美由紀） おはよう

ございます。日高振興局市民福祉課長の川端美由紀

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○日高振興局市民福祉課参事（西松 秩里） 失礼し

ます。日高振興局市民福祉課参事の西松と申します。

よろしくお願いいたします。 

○出石振興局市民福祉課長（川口 雅浩） おはよう

ございます。出石振興局市民福祉課長の川口と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○出石振興局市民福祉課参事（内田  完） おはよ

うございます。出石振興局市民福祉課参事の内田と
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申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○但東振興局市民福祉課長（柏木 敏高） おはよう

ございます。但東振興局市民福祉課長の柏木です。

よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） おはようございます。

健康福祉部長の原田です。引き続き、よろしくお願

いいたします。 

○健康福祉部参事（谷岡 慎一） おはようございま

す。健康福祉部参事の谷岡です。席がこっちからこ

っちにちょっと移りました。よろしくお願いします。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） おはようございます。

社会福祉課長の大谷でございます。よろしくお願い

します。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） おはようございま

す。この４月から社会福祉課参事として着任いたし

ました丸谷と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○高年介護課長（定元 秀之） おはようございます。

高年介護課長の定元です。２年目になります。よろ

しくお願いします。 

○高年介護課参事（和田 征之） おはようございま

す。高年介護課参事の和田でございます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○高年介護課参事（木村 弥江） おはようございま

す。４月１日に高年介護課参事を拝命いたしました

木村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康増進課長（宮本 和幸） おはようございます。

健康増進課長の宮本です。よろしくお願いします。 

○健康増進課参事（村尾 恵美） おはようございま

す。健康増進課参事の村尾と申します。よろしくお

願いいたします。 

○健康増進課参事（三上 尚美） おはようございま

す。健康増進課参事の三上と申します。よろしくお

願いします。 

○健康増進課参事（武田 満之） 同じく健康増進課

参事の武田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に、事務局を担当

します小崎と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 今年度は当分の間、このメンバーで委員会審査を

対応していただくことになりますので、よろしくお

願いいたします。 

 なお、後半の部でも委員の皆さんには自己紹介を

していただきますので、ご了承願います。 

 それでは、４、協議事項に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要について、まず、

当局から部単位で一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を行っていただきたいと思います。 

 本日は、あくまで事務概要の説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局説明及び委員か

らの質問は、要点を押さえて、簡潔明瞭にお願いい

たします。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いし

ます。 

 それでは、市民生活部から説明をお願いします。 

 どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 市民生活部のほうからで

す。市民課の重点事項につきましては、２項目上げ

てございます。 

 まず、１１ページをご覧ください。よろしいでし

ょうか。 

○委員長（田中藤一郎） はい。 

○市民課長（恵後原孝一） １項目めは、国民健康保

険事業の安定的な運営についてです。 

 現況と課題です。国民健康保険事業は、国民皆保

険制度の基幹的な制度として役割を担ってござい

ます。国保の財政状況につきましては、医療技術の

高度化や被保険者の高齢化等によりまして、１人当

たり医療費が年々増加傾向にあり、低所得者層や高

齢者層が多いという加入構造の影響もありまして、

厳しい状況にあります。 

 このような中、２０１８年度から兵庫県が共同保

険者となります県単位化が始まりましたが、国保税

の賦課総額及び税率のほうは本市で設定をしてお

りますので、本市の国保事業の健全で安定した運営

を図るためには、より一層の経営努力が必要になっ
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ています。 

 基本方針は、例年と同様の３つです。 

 １つ目は、国保運営協議会の答申の趣旨を尊重し

ながら、健全運営に努めること。 

 ２つ目は、国保税の収納率向上及び負担の公平を

確保するため、徴収部門の税務課と連携し、滞納対

策のほうに努めること。 

 ３つ目は、健康増進課と連携を密にし、特定健診

等の実施計画の着実な推進を図っていくこととし

ております。 

 続いて、概要ですが、記載の７点に取り組みます。 

 主なものとしては、１点目、医療費の的確な動向

把握に努めます。 

 そして、２点目に、被保険者の税負担が急激に上

昇しないよう、県の運営方針に留意しながら協議に

努めます。前年度、２０２１年度の１人当たりの医

療費は、対前年度比５．３％増の見込みで、その前

の年度での新型コロナウイルス感染拡大防止によ

る受診控えから、医療受診が戻ってきている状況を

受けて増加している状況です。 

 ４点目の医療費の適正化については、これまでと

同様に、診療報酬明細書、レセプトの点検等を継続

実施してまいります。 

 また、５点目ですが、特定健診の受診率向上と特

定保健指導の充実を図り、生活習慣病等のリスク予

防や早期発見によりまして、重症化の予防に努めま

す。 

 ７点目は、このコロナ禍における生活費保障の観

点から、感染した被保険者に対して傷病手当金を適

切に給付することとしています。 

 続いて、１２ページをご覧ください。乳幼児等・

こども医療費の助成です。 

 最初に、現況と課題ですが、本市の乳幼児等及び

こども医療費助成制度は、兵庫県の福祉医療制度を

活用し、保険診療の自己負担の一部を助成しており

ます。 

 近年、貧困の世代間連鎖や子育て世代の経済的負

担が問題となっておりまして、これらの世帯の医療

費の負担軽減が課題の一つとなっています。 

 基本方針ですが、乳幼児等・こども医療費助成の

現行制度の内容を記載しておりますので、ご清覧く

ださい。 

 最後に概要です。１つ目として、乳幼児等・こど

も医療費助成制度の現状です。今年度においても、

基本方針に記載のとおり助成を行います。今年度予

算額として、乳幼児等医療においては１億３８０万

円、こども医療費については３，３３０万円を計上

しております。 

 続いて、２の乳幼児等医療費助成の拡充です。本

年７月診療分から子育て支援施策として、ゼロ歳か

ら３歳児までの医療費の自己負担額を所得制限を

設けず無料といたします。この拡充に係る扶助費の

所要額は１，２６０万円です。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それでは、生活環境

課の本年度重点項目３点、ご説明申し上げます。 

 まず、１３ページをご覧ください。よろしいでし

ょうか。ごみの減量化事業について説明いたします。 

 昨年度にクリーンパーク北但で処理した豊岡市

のごみ量は、２万５，８４９．３２トンであり、一

般廃棄物処理基本計画で掲げた目標値を若干です

が下回っており、計画目標を達成しています。また、

総量についても、前年度比３６９．６トン減少して

います。 

 ごみ量の内訳ですが、対前年度で家庭系が３６９．

９４トンの減、事業系が０．３４トンの微増であり、

全体で３６９．６トンの減少となっています。これ

は、一昨年は緊急事態宣言等で経済活動等が停滞し

ていたものが、少し回復したことなどが影響してい

ると推察しています。 

 循環型社会の構築に向けては、さらなるごみの減

量化、再利用、分別、再資源化を推進するなど、市

民や事業者の意識を高める必要があります。 

 特に再資源化が可能な古紙やアルミ缶などは資

源回収事業を活用していただき、ごみではなく資源

として再資源化する意識を持っていただく啓発を

推進していきます。 

 すみません、もう概要に入っておりますが、３の
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生ごみの約８０％は水分と言われております。生ご

みの減量を目指すため、引き続き生ごみ処理機の補

助、生ごみの水切り運動を展開してまいります。 

 また、食品ロス対策としては、家庭から発生する

食品ロスも多いとされていることから、削減の啓発

を図るとともに、３０１０運動を消費者、事業者双

方へ周知を促し、生ごみの減量に努めてまいります。 

 ７のプラスチックごみの削減対策の推進です。使

い捨てプラスチック製品の排出抑制を進めるため、

プラスチックごみ削減対策実行計画を、市民、事業

者、学生などによる実行計画策定委員会において策

定しました。使い捨てプラスチックを２０３０年ま

でにゼロにしようとするものです。市民への周知啓

発はもとより、市役所内でのプラスチックごみの削

減、これまで行ってきたマイバッグ持参運動を引き

続き啓発等を進め、プラスチックごみの排出抑制、

使用抑制を進める取組を進めます。 

 次に、１４ページをご覧ください。消費者行政活

性化事業です。 

 新たな手口で高齢者を狙う詐欺や、悪質商法の事

案が発生しており、昨年度は市消費生活センターに

６００件の相談が寄せられています。消費生活トラ

ブルを解決し、消費者被害を防止するために、相談

員のレベルアップ等による相談体制の強化に努め

るとともに、効果的な啓発に取り組む方針としてい

ます。 

 また、本年４月１日の改正民法の施行により、成

年年齢が１８歳に引き下げられたため、１８歳、１

９歳の若者が消費者トラブルに遭うことが増える

と予想されています。 

 今年度の主な取組です。４の出前講座につきまし

ては、これまで詐欺被害の防止を重点にして取り組

んできました。２０１９年度から取り組んでおりま

すエシカル消費の啓発についても、引き続き行って

まいります。 

 ５の中学校１年生を対象にした講座は、インター

ネットに係るトラブルの防止をテーマに、全ての中

学校で実施することを予定しています。この講座の

中で、先ほど申し上げました成年年齢の引下げによ

る注意点についても啓発してまいります。 

 ８の弁護士による無料法律相談については、本年

度も３回実施する予定としております。 

 先ほど、９については、成人年齢引下げに伴う保

護者等への啓発記事を市広報に掲載し、消費トラブ

ルなどが発生しないように注意喚起、周知に努めて

まいります。 

 そのほか、前年に引き続き、相談員のレベルアッ

プや啓発事業の実施など、安全・安心な暮らしを確

保する取組を進めることとしております。 

 次です。環境政策の総合調整。 

 １５ページをご覧ください。毎年、環境基本計画

に基づいた環境報告書を作成していますが、これに

ついては、例年どおり成果に係る調査を行い、環境

審議会委員の皆様に客観的に評価いただき、取りま

とめを行っています。 

 地球温暖化防止対策、再生可能エネルギーの推進

です。本市では、昨年３月定例会の市長総括説明に

おいて、２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロ

を宣言し、昨年春から地球温暖化防止対策室を設置

し、推進体制を整えたところです。 

 これまで行ってきました大規模太陽光発電の管

理運営、太陽光発電システムの設置支援、木質ペレ

ット、まきを利用するストーブ、ボイラーの設置支

援に加え、昨年度から事業用太陽光発電システムの

設置支援も行っております。地球温暖化防止対策に

係る省エネ推進等の普及啓発を併せて進めてまい

りたいというふうに考えております。 

 また、市民、事業者への周知啓発、事業促進はも

とより、市役所の率先行動を推進し、脱炭素に向け

た取組を行いたいと考えております。 

 今後も県の地球温暖化防止活動推進委員、地球温

暖化防止コミュニケーターの方々と連携しながら、

ごみの減量、自然エネルギーの活用、一人一人の省

エネルギー行動などを通じて、脱炭素化の取組を推

進していきたいと考えています。 

 市民生活部は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 以上で市民生活部の説明は

終わりました。 
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 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いします。 

 義本さん。 

○委員（義本みどり） 市民生活部の消費者行政のこ

とについてちょっとお尋ねしたいんですけれども、

消費者月間事業の開催ですね、コロナウイルスで、

ここ最近できなかったと思うんですが、ちらっと小

耳に挟んだら、今年度は６月の第１日曜日に実施す

るような方向という話を聞いているんですけれど

も、多分、消費者月間は５月なんですけれども、こ

の地域は５月に田植があるから、人に来ていただけ

ないので６月にするということやったと思うんで

すが、日程等、決まっとったら教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 委員が情報を仕入れ

ておられますように、今年度は、特に今の状況です

ね、コロナ禍の状況が変わらないのでしたら開催さ

れるというふうに聞いております。 

 ちょっとごめんなさい、第１週だったか第２週だ

かはちょっと記憶がないですけども、今年は実施す

る方向で調整をされているというふうにお聞きし

ております。 

○委員長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

 毎年、１時間ぐらいの楽しいイベントですので、

またチラシ等も今現場で作られてると思いますの

で、出来上がりましたら、議員のレターボックスの

ほうまで持ってきていただけると、とてもうれしい

です。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 義本委員だけではな

くて、ほかの議員の皆様にもレターボックスに入れ

させていただきます。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

○委員（義本みどり） よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、何かありますか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 国民健康保険事業の安定的な

運営について、１つだけ確認をしたいと思います。 

 ２０１８年から県単位、各自治体単位が県単位に

なったんですけども、それに対して、今、県のほう

から納付金が示されて、それを各自治体が納めると

いう形になってるかと思うんですが、自治体ごとに

１人当たりの医療費って相当な差があると思って

いて、それに対して県の納付金の設定について、い

ろんな配慮をしていただくようにということでや

ってると思うんですが、現況について、今どういう

状況なのか、また、それに対しての評価についてお

伺いしたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 県のほうの状況ですけれ

ども、令和３年度に医療費水準のほうを県下統一し

まして、そうなったところが結局、豊岡市は医療費

水準が低かったところですので、負担が高くなった

っていうふうな見方で、そういったところをちょっ

と県のほうにも申し入れ、前市長からも申入れをい

ただきまして、そこに対策といいますか、インセン

ティブ交付金ということで対応をしていただいて、

その上昇を抑えていただいたというところでござ

います。 

 そのインセンティブ交付金につきましては、この

保険料水準のほうも、合併するまでは引き続き検討

するというふうに言っていただいているところで

ございます。 

 引き続き、こちらのほうからも、なるべくその納

付金を上がらないような形での申入れといいます

か、対応は引き続きしていくつもりでございますし、

議会のほうにも対応をしていただければというふ

うなことを考えているところです。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ぜひ引き続きお願いしたいと

思いますし、こういうことをやってるんだというこ

とをぜひ市民にも伝えていただいて、やっぱり医療

費を抑えていくような形での行動を進めていただ

くようにお願いしたいと。これ、多分、議員の皆さ

んもご存じないんで、ぜひそういうことをしていた

だきたいというふうに思います。これは要望として

よろしくお願いします。以上です。 
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○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 ほかによろしいですか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それにちょっと関連するかも

分かんないんですけど、今回、補正で国保の給付費

が足らなくなって、何か、何億円でしたっけ、上が

ってますけれども……。 

○委員長（田中藤一郎） また後で説明があるので。 

○委員（上田 伴子） あっ、そうか。そんなんが保

険料に影響したりすることはあるんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 年度末、際々のときにな

って大変申し訳ございませんでしたが、それに対し

ての保険税の上昇ということはないです。以上です。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい、すみません。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、もう１点、それ

と、ペレットストーブとかボイラーの設置の支援っ

ていうのが項目で上がってるんですけれども、ごめ

ん、何ページか忘れちゃった、これについては、な

かなか現場での使用状況っていうんか、そこら辺で、

冬場とかでもペレットストーブは本当にそばに行

かないと暖かくないとかいうような、いろいろ利用

者の方の声とかも聞いてて、その中でエネルギーを

変えていくという意味での、そういう方針に基づい

た推進で、現場の利用してる方たちのそういうもの

とちょっと乖離してるようなところもあるのかな

と思ったりは常々思うんですけれども、そこら辺で

の見解はどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 今おっしゃってる現

場というのは、公共施設の現場ということでよろし

いでしょうか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○生活環境課長（成田 和博） それについては、確

かに動き出してから暖かくなるまでに時間がかか

るというようなこともありますので、最初はそうい

ったところもございますし、それから、後の処理で

すね、処理といいますか、メンテナンスというか、

灰のことだったり煙突の掃除だったりということ

が、現場の方々にちょっとご負担を与えているとい

うようなことはお聞きしています。 

 ただ、そうはいいましても、バイオマス熱利用と

いうのが、豊岡市の中で再生可能エネルギーをこれ

から活用していく中では非常にポテンシャルが高

いんだというようなことが出てますので、それにつ

いては若干の、寒いときには羽織っていただくです

とか、それから、メンテナンスも、少し昔はそうい

うことをしてたわけですから、そういったことをご

理解いただく中で対応のほうを図っていきたいと

いうふうに考えてますし、ペレットストーブにつき

ましては、今設置してる公共施設については、引き

続き使っていくんだというようなことの方向が出

ておりますので、そういったことの中身をご理解を

いただく中で、施設については使っていただきたい

というふうに考えております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その趣旨は分かりますので、

それはしていただいたらいいと思うんですけれど

も、その補助については、以前のストーブから買い

換えるときにペレットストーブを推奨ということ

で、そういう以前のストーブからペレットストーブ

に買い換えた時点で、ペレットストーブは大変高い

ということがあって、なかなか学校現場のほうも大

変だったように聞いているんですけども、以前とは

比べて補助金もアップはされているんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まず、学校のほうが

購入される場合に補助金は出していませんという

ことと、市民の皆さんについては、例年どおり、例

年といいますか、これまでの補助金２０万円という

上限は変わっておりません。 

 当初、外国産のペレットストーブが多かったこと

から、高額なペレットストーブについて、そういっ

た補助額が低いんだというような議論もあったと

いうふうに聞いていますが、現在は国内産のペレッ
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トストーブもかなり作られておりますので、そうい

ったものが結構安価で買えるというようなことも

ある中で、この補助金については、今のところ上限

２０万円というのは変更することは考えておりま

せん。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） 一応今日は事務概要の委員

会です。その点、よろしくお願いします。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 少しだけ。先ほど、恵後原課

長から、市民課のほうですけれども、国保の関係で

インセンティブ交付金ということを言われまして、

県下統一になって、豊岡市民が不利にならないかな

ということはずっと心配しておったんですけども、

先ほど少し話を聞きましたけれども、その辺は県に

対しては統一ということになっておりますので、十

分に配慮の依頼はしていっていただきたいなとい

うことは継続してお願いをしておきたいのと、ここ

で書いておられます、一層の経営努力ということで

書いておられますけど、具体的にその経営努力、大

体分かるんですけども、もう一度ちょっとその説明

をいただけませんか、国保運営の市としてできる経

営努力。 

○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） ここでいいます経営努力

といいますのは、もうほぼほぼ県単位化によりまし

て、土俵は県のほうの財政管理になってしまってま

すので、ここでは県、あくまで市も保険者の一つで

すので、その分で県に対しては言っていかないとき

は言っていくというふうな、そういった部分のこと

を言っております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それだけのことか。まあまあ、

また聞かせていただきます。 

 それと、もう一つ、生活環境課で、これ、非常に

悩むとこなんですけども、ＣＯ２、二酸化炭素排出ゼ

ロの問題で、２０３０年に半減、２０５０年にゼロ

ということで、国の施策、方向、世界ですけども、

理解はしてるんですけど、具体的にこれ、これから

だと思うんですけれども、我が家でどうしたらいい

のか、例えば、我が会社なら会社でどうしたらいい

のか、具体的なその指針づくりをしてもらわんと分

かりにくい。 

 というのは、例えば、エアコン１つつけておりま

すと、ただいままでの排出量が２７トンですという

ような表示をする機器はありますわね。それはそれ

で理解はするんですけども、我が家で排出が、例え

ば１００トンありますとか、５０トンありますでも

いいですけれども、それに対して、どういう行動を

すれば、この５０をマイナス３０をつくれます、マ

イナス４０をつくれます、これを指針をやっぱり出

していただかんと、非常に個人的には難しいなと思

っておりまして、その指針づくりはどういうスケジ

ュールで考えておられるのか、それをまた各個人、

あるいは家庭、あるいはまた各企業、どういうスケ

ジュールで方向づけをされていくのか、それを教え

てもらわんと非常に難しいなという気がするんで

すけども、いかがでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 指針については、ち

ょっと宿題をいただいたということで検討させて

いただきたいというふうに思うんですけども、まず、

家庭でも事業所でも、再生可能エネルギーを使うと

いうことよりも、まずは省エネに努めていただくと

いうことがまず一番だというふうに考えておりま

す。 

 その省エネをするということがどういうことか

といいますと、電気をあまり使わないような製品に

替えるですとか、ちょっと、例えばガラス、遮光で

すね、日があまり当たらないようなガラスにするだ

とか、本当にそういうちょっとした積み重ねが大切

だというふうに考えております。ですので、そうい

ったものは、市民の皆様にもですし、事業者の皆様

にも、たったこれだけで省エネできますよ、節約で

きますよ、逆に言ったら財布に優しいですよという

ようなことが、単純にご説明さしあげるようなこと

がいいのかなというふうに思ってます。 

 その上で、太陽光パネルを上げていただくですと
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か、それを蓄電して使うだとかというようなことは、

どうしても初期投資もかかることですから、そうい

ったことは、ちょっとできる方と、できない方がい

らっしゃいますけども、まずは節約をしていただく、

省エネをしていただいた上で、そういった再生エネ

ルギーのほうを活用するというようなことだとい

うふうに思ってます。 

 だから、そういったところを、今、委員のほうか

らアドバイスいただきましたように、指針を簡単に、

どれぐらい何トン削減できるかというところまで

出せないかも分かりませんけども、そういった、ち

ょっとばくっとしたような表現で大変恐縮なんで

すけども、そういったことで皆さんには周知を図り

たいというふうに考えてます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりますけれども、省エネ

ということは、以前からそういったことはかなり強

烈に取り組んでおられる人もあるというふうには

認識しておりまして、例えば、太陽光を上げるとか、

遮蔽のあれを作るとかいうようなことで、それは理

解をしてるんですけども、やっぱりここまで国が指

針を出してる以上は、やはり５０％に向けてはこう

だ、１００％に向けてはこうだということを、ある

程度やっぱし数値を出して示していただきたいな

と個人的には思っておりますし、多くの方がそうい

ったことを思っておられるんじゃないかなという

気もいたします。 

 ですから、一般的にこういう広さの家庭で、こう

いう生活パターンで、例えば１０トン排出してます、

それに対してこういう取組をすれば概略１トン削

減できます、あるいは、こうすれば５トン削減でき

ます、それで３０％減らすことができますと、こう

いうやっぱり指針が要るんじゃないかなと。個人的

にはなかなかそこまで指針づくりできませんので、

やっぱり国のアドバイスをいただく、そして市でき

ちっとまとめていただくということを、早急に僕は

していただきたいなと。それがやはり実質の３０％

減、５０％減、１００％減に対する取組になってく

る。 

 時間的な余裕がなかなかないと思うんですわ、こ

の２０３０年、２０５０年を考えれば。ですから、

例えば、今、ガソリン車を使ってる、排出がこうだ

ということと、ＥＶを使ったらこうだというような

具体的なその数値を上げていただかんと、なかなか

市民側は取り組みにくいんだろうなという気がい

たしておりますんで、その辺はまた課長、しっかり

と取り組んでいただいて、なるべく早く家庭とか事

業所とかいうね、ある程度、目に見えないことです

から、そんなぴしっといかんと思いますけれども、

何とかそういう方向をつくっていただきたいなと

いうことを、これはお願いをしておきますんで、よ

ろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、よろしいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 太陽光パネルという単語が今

出たので、ふと思い出したんですけれども、今、国

が太陽光パネルとか風車とか、とても進めています。

となると、但馬地域の高齢者の方に悪質な事業者さ

んが入ってきて被害を及ぼすということも多々あ

りますので、せっかく生活環境課、消費者行政も持

ってますので、何か事業を進める際には、消費生活

相談員の意見も聞きながら、せっかくいい情報が入

ってきますので、そこら辺も重々慎重に進めていっ

ていただければと、よろしくお願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） 意見でよろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○委員長（田中藤一郎） なら、ほかにございません

か。 

 続いて、健康福祉部、説明をお願いします。 

 どうぞ。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 健康福祉部の重点事

項でございます。 

 社会福祉課からは３件の事業につきましてご説

明させていただきますが、私、大谷のほうから２件、

まず説明させていただきます。 

 お手元の資料１６ページをご覧ください。よろし

いでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 
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○社会福祉課長（大谷 賢司） 豊岡市地域福祉計画

の推進でございますが、現況と課題といたしまして、

この地域福祉計画は、社会福祉法第１０７条の規定

に基づき、策定する計画でございます。 

 より実効性の高い計画とするために、豊岡市の行

政計画と豊岡市社会福祉協議会の行動計画を一体

的にこの３月に作成しており、記載はございません

が、計画期間は今年度、２０２２年度から２０２６

年度の５年間としております。 

 今後、住民、関係機関等や市社協、市が目指すべ

き方向性を共有し、それぞれの役割の下、連携、協

働し、計画で定めた施策の達成に向けて取組を進め

ていく必要がございます。 

 基本方針といたしましては、この地域福祉計画で

は、基本理念を「一人ひとりがつながり ともに創

る安心な地域 豊岡」としており、また、基本目標

を「住民の主体的な地域づくり」と「総合的・包括

的な相談支援体制づくり」の２つとしています。 

 計画の推進に向けては、住民が主体的に地域課題

を把握し、地域の実情に応じて問題解決をするため

の取組や仕組みづくりを進めることや、また、複合

化、複雑化した課題には個別具体ではなく、総合的

に相談を受け止め、分野を横断し、連携する包括的

な支援体制を構築するため、２０２２年度において

は下記の項目について重点的に取り組むことと考

えております。 

 １つは、専門職による地域づくりの支援の強化、

もう一つが、包括的な支援や連携、調整を行う調整

機能の充実を考えております。 

 概要でございますが、１つ目の専門職による地域

づくり支援の強化としまして、介護保険制度で設置

された生活支援コーディネーターや、社会福祉協議

会が従来から設置しておりますコミュニティワー

カーが中心となり、社会資源の活用や地域に必要な

生活支援体制づくりを進めること。また、地域に専

門職が出向き、住民の相談対応や課題の早期発見に

より、迅速な解決を進めようとするものでございま

す。 

 ２つ目は、包括的な支援や連携の調整を行う調整

機能の充実については、複合化、複雑化した課題を

抱える人の相談は、１つの分野では解決が困難なケ

ースが多いため、まず相談窓口につないでもらい、

市や市社協の関係課や相談機関、専門機関等が連携

して包括的な支援ができるように調整機能の充実

を図るものというものでございます。 

 続きまして、１７ページをご覧ください。豊岡市

障害者福祉計画の推進でございます。 

 現況と課題といたしまして、こちらの計画につき

ましては、障害者の福祉に関する基本的施策を定め

た障害者計画と、障害福祉サービスや障害児通所支

援等の提供体制の確保に係る目標等を定めた障害

福祉計画（第６期）と、障害児福祉計画（第２期）

の、この３つの計画を併せたものを２０２０年度に

作成しております。 

 今後も引き続き、各計画で定めた政策や成果目標

の達成に向け取組を進め、計画の基本理念である

「障害のある人もない人も 共に支え合い 自分

らしく笑顔で暮らせるまちづくり」を目指すもので

ございます。 

 基本方針といたしましては、豊岡市障害者福祉計

画で定めた施策内容や成果目標につきましては非

常に多岐にわたりますけれども、その中でも２０２

２年度につきましては、喫緊の課題であります次の

項目について、重点に取り組みたいと考えておりま

す。 

 １つ目としましては福祉人材の育成・確保、２つ

目は相談支援体制の充実、３つ目は療育体制の充実

を考えております。 

 概要になりますけれども、１つ目は、福祉人材の

育成・確保です。相談支援や障害福祉サービスなど

携わる福祉人材について、引き続き研修の充実など、

特に相談支援の育成確保に努めてまいります。 

 また、人材の育成や確保に当たっては、障害者自

立支援協議会を中心として、高齢者や障害者も支援

者として活躍していただけるような取組を検討し

てまいりたいと考えております。 

 ２つ目は、相談支援体制の充実ですが、障害のあ

る人やその家族が抱える様々な問題に対する相談



 10

支援事業所の相談支援専門員をはじめ、相談員の専

門性を高めることが必要でございます。 

 そのため、地域における相談支援の中核的な役割

を担う機関として、本年度から市直営の障害者基幹

相談支援センターを設置しました。相談支援を担う

相談支援事業所への支援を行うとともに、障害者の

相談窓口となる委託相談支援事業所を拡充するな

ど、相談支援体制を整えることと考えております。 

 ３つ目は、療育体制の充実です。障害の早期発見

とともに、保護者からの相談、児童発達支援や放課

後等デイサービス事業への通所がスムーズに行わ

れるよう、児童通所支援マニュアルを作成したり、

そういったことをしながら関係機関と連携を図り

ながら、療育体制の充実に努めてまいりたいと考え

ております。 

 大谷からは以上でございます。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） 私からは、子ども

の貧困対策の推進についてご説明をさせていただ

きます。 

 １８ページをご覧ください。まず、現況と課題で

すけれども、ちょっと長くなりますので、はしょら

せていただきます。ひとり親家庭の９割は母子の家

庭となっているのが現状でございます。また、母子

家庭等は非正規の雇用率が非常に高く、世帯収入も

低いという、そういう傾向が見てとれております。

また、そういった低所得世帯の子供は、生活の困窮

によりまして、学力であったり自立して生きていく

力というのが阻害されているといった傾向が見て

とれているところであります。 

 それらのことから、本年度におきましては、子供

を抱える世帯の所得格差が子供の学力差を生み出

して、将来の所得格差にもつながるという貧困の世

代的再生産の連鎖を断ち切るということのために、

子供の将来が、その生まれ育った環境によって左右

されることのないよう、貧困の状況にある子供が健

やかに育成される環境を整備するため、子供の貧困

対策を推進すること、これを基本方針としておりま

す。 

 施策の概要でございます。まず１点目は、被認知

能力と学力の向上等についてです。昨年度に引き続

きまして、ひとり親家庭の文化芸術鑑賞支援事業を

実施してまいります。また、生活困窮を原因に、学

力や自立心の定着が阻害されることのないように、

小・中学生のいる世帯を対象に、生活学習支援コー

ディネーターを派遣をいたします。 

 なお、演劇ワークショップ、放課後がんばりタイ

ムにつきましては、教育委員会こども教育課で担当

をしていただいております。 

 ２点目、課題を有する子供の早期発見、支援とい

たしまして、気になる子供について職員の気づきを

促す気づきシート、これを既に幼稚園、保育園、認

定こども園においては導入をいただいております

ので、今年度は小・中学校での導入を進めていくこ

ととしております。 

 ３点目、ひとり親非正規雇用者に対する重点的支

援といたしまして、安定した就労収入が得られるよ

うなステップアップ意識を高めるために、引き続き

ステップアップセミナーを実施することとしてお

ります。また、このセミナーを受けまして、ハロー

ワークのご協力もいただきながら、正規雇用への転

職に向けた具体的な助言を行います個別相談会を

実施したいと考えております。 

 また、資格取得や就転職、収入増を目指すひとり

親の方を対象に、個々の事例に応じました自立支援

プログラムを策定をして、自立や就労に向けたプラ

ンを実施、目標達成後も継続的にフォローするとい

うふうなことで自立促進を図ってまいることとし

ております。 

 １９ページをご覧ください。４点目、子供の生活

習慣づくり・子供との関わり方に関する支援でござ

います。これといたしましては、市内中学校におけ

る睡眠記録表を活用した睡眠教育の実施について

は、現在３５校で実施をいただいております。これ

については、引き続き活用いただくように努めてま

いります。 

 あわせて、子供との関わり方に関する調査研究も、

引き続き実施してまいります。 

 私からは以上です。 
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○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） ２０ページをご覧く

ださい。高年介護課の１項目めは、介護保険事業の

円滑な推進についてです。 

 最初に、現況と課題です。兵庫県が算出しており

ます本市の高齢化率、６５歳以上の人口割合は、２

０２２年２月１日現在３５．２％で、前年同月に比

べ０．４％増加し、兵庫県の平均２９．２％を大き

く上回っております。 

 また、介護や支援を必要とする要支援、要介護認

定者数は、２０２２年２月末現在で５，０７１人と、

昨年の２月末と比べますと１１０人増加しており

ます。 

 ３月末の認定者数が分かりましたので、報告をさ

せていただきます。暫定値でありますが、３月末は

５，０４９人で、昨年の３月末と比べますと６６人

の増となります。昨年度より認定者数が増加した理

由としましては、介護予防、生活支援サービスのみ

の利用者に対しても、介護認定が必要な方は介護認

定の申請を案内したことにより、要支援１または２

の方が増加したことによるものであります。 

 ５行目です。今後、団塊の世代の方が７５歳の後

期高齢者となる２０２５年度には、要支援、要介護

認定者のさらなる増加が見込まれるため、高齢者が

介護や支援が必要な状態になっても、できる限り住

み慣れた地域で生活できるよう、医療や介護などが

一体的に提供される地域包括ケアシステムの推進

が重要となってきます。 

 次に、基本方針ですが、豊岡市老人福祉計画・第

８期介護保険事業計画では、「みんなで支え合い 

笑顔あふれるまちづくり」の基本理念の下、１つ目

として「高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり」、

２つ目として「高齢者が健やかに暮らせるまちづく

り」、３つ目として「高齢者が安心して暮らせるま

ちづくり」、この３つを基本目標とし、市民一人一

人の笑顔が町中にあふれる社会の実現を目指して

いきます。今年度は本計画の２年目となり、概要に

記載の項目について重点的に取り組んでいきます。 

 では、概要です。１つ目としましては、地域包括

ケアシステムの推進です。（１）の在宅医療・介護

連携の推進から（５）の高齢者の社会参加の促進ま

での５つの事業を核としております。 

 一つ一つの内容は長くなりますので省略をしま

すが、この５つの事業を取り組むことが、本市の地

域包括ケアシステムを推進することになり、地域の

自主性や特性を生かした地域社会の実現を目指し

ていきます。 

 ２つ目は、財源の安定確保です。介護保険料は年

金からの天引きによる特別徴収と、現金納付または

口座振替による普通徴収がありますが、普通徴収分

については今年度も保険料徴収員を採用し、収納確

保に努めます。 

 最後に、介護給付の適正化です。記載のとおり、

２項目上げております。 

 （１）の要支援、要介護の認定及び訪問調査の適

正ですが、審査会委員または認定調査員に対し、連

絡会の開催や県主催の研修会に参加していただき、

高度な知識を身につけてもらい、審査判定の平準化

に取り組みます。 

 （２）のケアプランの点検ですが、ケアプランと

は、介護サービス計画のことで、この介護サービス

計画が利用者にとって必要なサービス提供となっ

ているかを検証します。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 引き続き、高年介

護課分についてご説明申し上げます。 

 ２１ページをお願いいたします。まず、現況と課

題についてでございます。今後も引き続き高齢化が

進むことが予想され、虚弱、閉じ籠もりなど、介護

保険制度に結びつかない高齢者に対しまして、切れ

目のない支援が必要となってきます。また、福祉、

医療、介護における専門職の担い手も不足すること

から、地域における担い手や資源を使って継続的に

支えられる仕組みが求められてきます。 

 基本方針です。昨年度と一緒でございます。高齢

者ができる限り住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しが続けられるよう、行政区、地区を中心とした地
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域づくりを進めまして、高齢者福祉関係団体にも協

力を得る中で、介護予防や生活支援、認知症施策に

取り組むこととしております。 

 事業概要につきましては、この基本方針に基づき、

２つの項目を上げさせていただいております。１つ

目です。介護予防・生活支援体制の整備、２つ目、

認知症総合支援事業の推進でございます。 

 主なものをご説明させていただきます。１つ目の

介護予防・生活支援体制の整備についてでございま

す。地域住民の参画により、高齢者が地域とつなが

り、見守られ、安心して生活が続けられる体制づく

りをします。 

 １つ目、平成３０年度から事業を始めました一人

暮らし高齢者安心・見守り活動は５年目に入りまし

た。さらに多くの行政区に取り組んでいただけるよ

う、協力を依頼していきたいと思っております。 

 ２つ目、高齢者が地域とつながりながら、介護予

防に取り組めるよう、ＮＰＯ法人や社会福祉法人と

地域住民が協働したサービス、支え合い事業の推進

を図っていきたいと考えております。 

 ２つ目、大きなもの、認知症総合支援事業の推進

でございます。 

 市民が認知症の正しい知識と予防について学べ

るよう、認知症サポーター養成講座を開催し、認知

症の理解の普及啓発を促進していきたいと考えて

おります。 

 ２つ目、認知症の早期発見、早期対応をするため、

平成３０年度からは認知症初期集中支援チームを

設置しております。また、地域包括支援センターが

認知症相談センターとして認知症に関する相談に

対しまして、対応時にスムーズな医療機関への受診

やサービスを受けられる体制づくりを進めていき

ます。 

 認知症ケアの向上です。介護保険施設等や職員、

ケアスタッフの方々のために、専門員などに個別の

事例支援相談会を開催します。 

 ４つ目、若年性認知症の方や、その家族同士が自

由に話し合う場を設け、お互いの経験を共有したり、

（５）におきましては、認知症のみにかかわらず、

家族介護のための家族介護教室も開催しておりま

す。認知症カフェにおきましては、現在、市内９か

所において設置しております。 

 権利擁護の推進です。成年後見制度の周知や介護

支援専門員等に対する研修会を行います。 

 ７つ目、いざというときのために協力事業所や地

域で見守る人を増やし、行方不明時の情報が速やか

に関係者に伝わり、早期に発見できるような体制も

推進していきたいと、そのように思っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２２ペー

ジをお願いします。健康増進課からは、４点上げさ

せていただいてます。私からは、保健事業・健康増

進事業の推進と、新型コロナワクチン接種の推進の

２点を説明いたします。 

 まず、１点目です。保健事業・健康増進事業の推

進についてです。 

 現況と課題については、健診や健康相談などを実

施することにより、健康づくりへの意識啓発や知識

の普及を図ることにより、生活習慣病予防やフレイ

ル予防など、健康づくりの推進を図る必要があると

しています。 

 基本方針は、個人の健康づくりへの取組が、家庭

や地域、職場などに広がり、市全体の元気につなが

ることを目指し、施策を推進するとしています。 

 概要についてですが、今年度から新たに実施する

ものや変更のあるものを説明いたします。 

 まず、１つ目、総合健康ゾーン健康増進施設管理

については、ウェルストーク豊岡について、施設や

設備の劣化診断と、次の事業年度をどのような事業

方式を採用するかなど、調査、検討を行います。 

 ２として、健康行動計画策定事業については、豊

岡市健康行動計画（第２次）の中間評価と見直し、

豊岡市食育推進計画及びいのち支える豊岡市自殺

対策計画の最終評価と第２次計画を行います。 

 ３の母子保健事業についてですが、（１）の産婦

健康診査助成事業については、産婦健康診査にかか

る費用を助成することにより、市がその結果を把握
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し、産後鬱病の早期発見と早期支援、新生児への虐

待予防等、切れ目ない支援の充実を図ります。 

 （２）子宮頸がんワクチン接種については、アと

して、接種勧奨による予防接種を実施いたします。

イとして、接種勧奨が差し控えられていた期間の定

期接種対象者などに対するキャッチアップ事業を

実施いたします。期間としては、２０２２年度から

２０２４年度の３年間になります。 

 ４の感染症予防対策についてですが、風疹追加対

策の期間が延長されましたので、引き続き３年間実

施いたします。 

 続きまして、２３ページをご覧ください。新型コ

ロナワクチン接種の推進についてです。 

 現況と課題については、現在３回目の追加接種と

小児への接種を実施しているところです。 

 基本方針は、１２歳以上の対象者への追加接種、

３回目を実施する。それから、５歳以上１１歳以下

の方、小児への接種を実施するとしています。 

 概要についてですが、１の３回目の追加接種につ

いてですが、接種期間としては、現時点では９月末

となっています。昨年の１１月末までに２回目接種

を終えられた方の接種券については、４月中旬に発

送する予定にしております。 

 接種率については、表をご覧いただきたいと思い

ます。この中で１２歳から１７歳の区分があります

が、これは３月２５日に国から、この年代にも接種

するという方針が出されまして、４月７日に発送し

ておりますので、率としてはまだゼロということに

なっております。 

 次に、２４ページをご覧ください。２の５歳以上

１１歳以下の方、小児への接種については努力義務

の適用外となっております。接種期間としては、現

時点では追加接種と同じく９月末となっています。 

 接種の状況については、（３）の接種日程等をご

覧いただきたいと思います。今後は集団接種の状況

を見ながら、集団接種の接種日を追加するのか、そ

れか市内２か所の小児科医院で個別接種をお願い

するのか、この辺は医師会と協議していきたいと考

えております。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 私のほうから、２

点説明させていただきます。 

 概要書の２５ページをご覧ください。歩いて暮ら

すまちづくりの推進。 

 現状と課題につきましては、健康に関心がある市

民だけでなく、関心のない市民の方にも楽しみなが

ら健康づくりに取り組んでいただけるという視点

を持った総合的なまちづくりが必要であるとして

おります。 

 基本方針としましては、誰でも簡単に取り組める

自主的な健康づくりを浸透させるために、スロー筋

トレを核とした健康教室の玄さん元気教室と歩キ

ングで運動習慣の拡大を図ります。 

 具体的な事業概要につきましては、これまでと変

更にあるものや、ちょっと動きのあるものについて

説明させていただきたいと思います。 

 概要の１番の玄さん元気教室につきましては、参

加される方の中には、この運動が始まりまして、も

う１０年近くたちますので、だんだん参加者の高齢

化が進んでおりまして、高齢者も後期の高齢者も数

が大きくなっております。運動自身の負荷が強いと

いった意見もございますので、低体力者用のＤＶＤ

を昨年度作成しておりますので、このＤＶＤを活用

しまして、低体力者の方でも安全で継続的に自分の

健康や体力に合わせた運動を行っていただけるよ

うな形で支援をさせていただきたいというふうに

思っています。 

 ２番、歩キングの推進につきましては、昨年度は

コロナ感染防止の観点から、正しい歩き方講座のほ

うを少人数というか、１対１で実施しておりました

けれども、今年は地域コミュニティなど、少しまと

まりのある集団を対象とした講座で啓発活動を予

定しております。 

 また、引き続き、若い世代の方に対しましては、

スマートフォンアプリをきっかけにして、運動習慣

の継続を啓発していきたいというふうに考えてお

ります。 
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 ２６ページをご覧ください。結婚支援事業の推進

でございます。 

 基本方針としましては、結婚したいと思う人が結

婚できるように、若者が集い、交流する場や機会を

増やしながら、交際や結婚に向けた支援を行ってい

きたいというふうに思っております。 

 事業としましては、これまでどおり婚活イベント

のはーとピーや縁むすびさん事業によるお見合い

など、これまでの事業を継続的に実施することとし

ております。 

 成婚数を増やすために、引き続き独身の登録者数

を増やし、また、お見合いの回数も増やすことによ

りまして、交際する件数を伸ばしていくこととして

おります。 

 昨年度からの取組としましては、６番の若者独身

者交流事業に取り組んでおります。婚活事業のほう

が、ちょっとハードルが高いということで感じてお

られる若者をターゲットに、カップリングを行わな

い交流の場を企画、運営しております。企画、運営

につきましては、はーとピー企画委員に協力いただ

きまして、若者自身による交流の事業を推進してお

ります。 

 また、縁むすびさん事業とか、この事業で参加さ

れた方につきましては、その場で市の職員も一緒に

協力しながら運営しておりまして、縁むすびさん事

業とかはーとピーなど、ほかの市の事業の周知を併

せて行うことで、この事業でいろんな若い方にもい

ろんなことがアピールできるというようなことで、

よい影響を与えているということです。 

 さらに社会福祉協議会の結婚相談所とも情報交

換や事業の連携を行うことで、成婚者数を増やして

いきたいということを検討しております。 

 健康福祉部のほうは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 終了しましたね。 

 以上で健康福祉部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いしたいです。 

 今回はあくまで事務概要の説明ですので、質疑は

要点を押さえて、よろしくお願いします。（「承知

しました」と呼ぶ者あり） 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） １７ページの基幹相談支援セ

ンターのことなんですけれども、年度末に、多分担

当者であろう方のところにのぞきに行ったら、場所

はまだ決まってないとおっしゃっていたんですが、

場所はどこになりましたでしょうかと。 

○委員長（田中藤一郎） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 基幹相談支援センタ

ーは、義本議員、こないだ来られましたこども未来

応援係のもう一つ奥に、ちょっと福祉監査室がござ

います。そこの中で２名、保健師が常駐しておりま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。これ

まで社協さんでやってたかと思うんですけれども、そ

ことの連携もいろいろあるかと思いますが、期待して

おきます。直営になったことはいい意味だと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

もう１個聞きたい。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ、はい。 

○委員（義本みどり） さっき、介護の２０ページ、

高齢者の要人数が増えたというところなんですけ

れども、なかなか問題が発生してから相談につなご

うと思っても、とても家族が説得しても行きたがら

なくて、なのでとてもいい取組やと思ったんです。

具体的にどのような案内をしたかとかいうのを教

えていただければと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 今のは要支援が増え

たという。 

○委員（義本みどり） 要支援とか、案内を今までし

てなかった人たちにもしたのでということなので、

どんな案内したか。 

○高年介護課長（定元 秀之） これは介護サービス

利用者と同様に、介護予防、生活支援サービス利用

者についても、国のガイドラインに基づいて実施を

しておりましたが、それを改めて、より徹底をした

ということでありまして、その結果、前回に比べま
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すと要支援１と２の方が増えたということであり

ます。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） なかなか問題が発生してから

家族が、じゃあ地域包括に相談しようとつないでも、

なかなか本人がうまくつながらない、まだ介護は必

要ないって言ってるけど、実際には認知症の症状が

あったりとかいうこともあるかと思いますので、だ

からスムーズにつなげるようないい方向に、引き続

き頑張っていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほか。 

 どうぞ、芹澤さん。 

○委員（芹澤 正志） すみません、地域包括ケアシ

ステムの推進ですけども、具体的にそれぞれ関係の

医療関係だとか福祉だとか、民間に組織する会議体

みたいなものの設置っていうのはどういうふうな

のでしょうか。 

 例えば、養父市さんなんかは、かなり市で全体で

取り組むのが進んでると思うんですけども、豊岡市

はどのような体制を考えてるか、ちょっと。 

○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 地域包括ケアシステ

ムの推進は、先ほど、２０ページに書いております

ように、（１）から（５）を豊岡市は第８期計画と

いうことで推進をしております。 

 これにつきましては、地域包括ケアシステムを構

築するには、介護が必要な状態になっても、住み慣

れた住居や地域の生活を継続する支援をするネッ

トワークを行政、介護、高齢者福祉に関わる事業所

や関係機関、医療機関等が一体となってつくり上げ

るということで考えておりますので、先ほども言い

ましたように、この５つの事業、これは豊岡市が本

来、今これを考えてるということで、養父市とかほ

かの市町とは、ちょっとまた違っているかと思いま

すが、各手段としては違っておると思いますが、こ

の本市につきましては、８期計画は、この５つの事

業に取り組むということで、少しでも地域包括ケア

システムを推進していこうと考えてるということ

であります。 

 説明は以上です。 

○委員（芹澤 正志） また、じゃあ。 

○委員長（田中藤一郎） いいですか、後で。よろし

いですか。 

○委員（芹澤 正志） はい。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） すみません、先ほどと関連す

るかもしれませんけども、地域福祉計画と、それか

ら包括ケアのことです。 

 実は私の母が２０年前に脳内出血で倒れて、右半

身が使えない状況で、長く介護をやってまいりまし

た。今も父も入って介護になっていて、この変化を

ずっと見てるんですけども、この間、本当に福祉サ

ービスが随分充実をして、本当に皆さん、当局がよ

く頑張ってくれたというふうに思ってるとこなん

ですが、この連携ですね、今回計画の中で、この連

携というものが重点的に取り組むということはす

ばらしいことだと思うんですけど、この連携につい

ては全然進んでないというふうな感じがしていま

す。実際にユーザーさんのほうが全部手配しないと

うまくいかなくって、調整も本人がしなきゃいけな

いような状況なので、この連携を重点的に取られた

というのはすばらしいことなんですけども、これは

今現状をどのように評価していて、今後どのように

していきたいのかというのが何か考えがあればお

伝えください。 

○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 先ほどの委員のご質

問の中で、特にこの（１）から（５）の中で一番必

要なのは、例えば、主にはやっぱり在宅医療と介護

連携の推進だと思っております。やはりなかなか現

場のほうで医療機関のほうに行けないという方に

つきましては、在宅のほうで診ていただくというよ

うなことがありますので、そちらのほうにつきまし

ては、医療機関のほうとしっかり連携をしてまいり

まして、今進んでいるところであります。 

 あと、（２）の地域ケア会議、これにつきまして
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も、各市ごとで、旧市町単位で地域ケア会議を推進

をしております。ですので、当然旧豊岡市、また旧

但東町と考え方が全然違うと思いますので、そうい

うものの意見を吸い上げまして、全体的にできる方

法、または各市町ごとでできる方法、そういうもの

を今模索をしている段階であります。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 今日は深い議論はしたくない

んですけども、ケア会議でも定期的にやるもんで、

かなり長いスパンが空いてしまうんですよね。実際

に起こっていることというのは、日に日に変わって

いくので、そういう面でいうと、一番そこ苦労して

るとこなんですよね。なので、そこの部分をどう連

携取るのかというのが非常に大事なことで、仕組み

の連携は当たり前のことなんだけども、その部分を

よくちょっと一回考えていただければなと、ここは

この程度にとどめたいと思ってます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

○委員（上田 伴子） すみません、１点だけ。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） いろんな事業がされてる中で、

例えば、玄さん元気教室とか、あと高齢者のカフェ

とかに、いろんな事業の中で、コロナ禍の中で、そ

ういう事業をストップしたりとか休んだりしてる

ところが地域によってばらばらというか、そこら辺

のことがよく聞くんですが、うちはやってるけど、

こっちではやってらっしゃらないとか、再開したけ

ど、こっちはまだだよっていうようなことを聞くん

ですけども、行政としてはどのようにお考えでしょ

うか、元気教室とか、そういうとこら辺のことです

ね、要するに。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 玄さん元気教室に

つきましては、それぞれ地域によりまして事情が違

いまして、たまたま今のコロナということで、運動

を控えられているところとか、あと、実際の指導し

ていただけるというか、地区のほうの担当の担い手

さんのほうが少し代が替わってうまく動かないと

いうようなこととか、参加者そのものが少ないとい

うようなことで、地区でそれぞれ独自の特有な原因

がありますので、そういう場合には、私どもの保健

師とか職員のほうが地区のほうに出向きまして、ど

のような問題があるのかというようなことを相談

させていただいて、できるだけ運動を継続していた

だけるような形での支援ですね、そういうものもさ

せていただいておりますので、その現場現場の中で

相談できる方向で相談させていただきたいという

ふうに思っております。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） それはありがたいと思います。

なかなかそれがあることによって、家から出るとい

うお年寄りが、結構高齢者の方が多いですので、本

当にあれは地域のお年寄りにとってフレイルの予

防に大変なっていると思うので、その相談をきちっ

とかけていただいて、休んでるようなところがあれ

ばちょっと把握して、再開できるように援助をして

いただきたいと思います。要望です。 

○委員長（田中藤一郎） 要望でよろしくお願いしま

す。 

 そのほか。 

○委員（芦田 竹彦） ちょっと１点ほど。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ、芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 社会福祉課の関係で、ちょっ

とヤングケアラーの件について聞きたいと思うん

ですけども、国の厚労省の調べでは、小学校のヤン

グケアラーに従事する方が、実態で１５人に１人だ

ったかな、７％ぐらいあるんですね。豊岡は少なか

らず私はあるとは思うんですけども、そういった実

態把握というか、そういった取組はどういうふうに

進められようとしているのかということをちょっ

とお聞かせいただきたいと。 

○委員長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） ヤングケアラーの問

題につきましては、以前も議会の一般質問のほうで

質問をいただきまして、それに対しては、本市とし

ても、このヤングケアラーというのは社会的な問題

でもありますので、我々、本市においても、少なか
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らずこういうヤングケアラーの課題を抱えた、そう

いう家庭とか世帯があるだろうというような中で、

まずは実態把握をしていかないと、どういう取組を

すべきなのかいうところが明らかにならないとい

うようなところで、実態把握については本年度の課

題というところで少し検討は進めていきたいとい

うことを一般質問でも回答させていただきました

けども、ここでもそういうふうに思っておりますの

で、ちょっとご理解いただけたらなと思っておりま

す。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 分かりました。今年度、把握

に努めるというところで進めていくということで

すね、そういう理解でいいですね。 

○委員長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） そうですね、予算的

には何も持っておりませんけれども、予算はない中

で、学校現場のほうにアンケートをするということ

は可能だと思いますので、あとマンパワーがそれに

ついていけるかどうか、ちょっとそこを検討しなが

ら、本年度するかどうか、ちょっと詳細に検討して

いきたいというふうに思っております。 

 なお、昨年度、そういった質問を受けた中で、我々

もそういったことが必要だという課題を、課題だと

捉えておりましたので、専門職なんかを中心に、そ

のヤングケアラーの先進地であります尼崎のほう

から職員を招致して、そういう研修をしたところで

ございます。そういったものを踏まえながら、ヤン

グケアラーに対して真摯に向き合っていきたいな

と思っております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（芦田 竹彦） はい、分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかないですか。 

 ちょっと私から１点だけ、時間、申し訳ないです。 

 今回の話の中で、障害者もそうですし、介護のほ

うもそうなんですけれども、人的な部分っていうの

が非常に重要なポイントだというふうに思ってい

るんですけれども、その辺りは、今は足りてるのか、

まだまだなのか、そして、今後そういった不安材料

が見通しがあるのかと、この２点ちょっと教えてい

ただけますか。 

○委員長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） ２点の質問だと思い

ます。障害者の支援に携わる職員が充実しているか

どうか、あと、介護に携わる職員が充実してるかど

うか。 

 まず、障害者に対するマンパワーの充実でござい

ますけれども、社会福祉課の中に障害者の総合的な

窓口であります保健師が今１名、今年１名追加で２

名いますけれども、本市全体の障害者の数からする

と、その２名では当然足りませんので、様々な機関

が今動いております。 

 先ほども事務概要で説明しましたように、障害者

の相談支援事業所であるとか、サービス提供事業所

とか、そういう事業所が動いておりますので、当然

そこには専門職がおります。そんな中で、障害者の

困り事であるとか悩み事、そういったものについて

相談体制、支援体制が構築されてるということです

ので、十分ではないと思います。 

 というのが、介護の場合は、介護支援を受けよう

と思うとケアプランをつくる必要がありますけれ

ども、障害者の場合も同じように、何らかの支援、

サービスを受けようとするとプランづくりが必要

となりますけれども、やっぱり限られた事業所の中

でもケアプランをつくりますので、なかなかスムー

ズにそのプランづくりに行っていないというとこ

ろがありますので、やはりまず先決なのは事業所を

増やしていくということが必要だと思っておりま

す。 

 長くなって恐縮ですけれども、その事業所を増や

すために市のほうで相談支援事業所に対する、そう

いう組織というか、相談を受けていただける事業所

に対して補助金、委託料を出して、そういう事業所

を育てていこうとしております。 

 それから、介護については……。 

○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 介護につきましては、

事業所のマンパワー、これはもう新聞等、ニュース
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等でご存じのように、なかなか難しいところであり

ます。行政としてもどのようにするがいいかという

のが、今いろいろと悩んでる最中でありまして、少

しでも、先ほど言いましたように、ケアマネさん等

を増員するとか、事業所からそういう介護職員を増

やすだとかいうようなことが何とかできるように

は、今の課題として分かっておりますが、なかなか

今、難しい状態でありますので、今後それをするよ

うに、また検討していきたいと考えております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 重要なポイントやというふ

うに思いますので、それこそ本当に市独自のやり方

をすれば、いろんな方々が豊岡に入ってきたりだと

かいうふうな部分が考えられますので、他町、他市

でもいろいろそういう特別にやったりとかして、逆

に若い方が職員で入ってきたりだとかいうふうな

事例もあるようですので、しっかりとよろしくお願

いします。 

 どうぞ、義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、今、委員長のこ

とに関連してなんですけれども、福祉人材の育成、

確保というところで、多分眠ってる福祉人材も多い

かと思うんです。市の組織だけではなくて、市の組

織だけが充実しても福祉は進みませんので、社協さ

んであっても、周りの事業所のほうも人がいなくて

大変困ってると。 

 看護師、保育士もそうですけど、みんなその資格

持ってることをひた隠しにしとって、声かけられる

のが嫌だからというような現状あるかと思うので、

こちらでは合わないけれども、こちらの仕事だった

らできるという、ミスマッチが発生してるところも

あると思いますので、それを解消するような何かい

い方法、それと余談ではございますが……。 

○委員長（田中藤一郎） あっちに向いて言ってもら

って。 

○委員（義本みどり） 私も、余談ですが、ちょこっ

と、ＰＳＷの資格を持ってます。公的なところでは

働けないんですけど、ボランティアか何かお役に立

てるところがありましたら何なりとさせていただ

きたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、この件はこの程

度にとどめたいと思います。 

 以上で市民生活部、健康福祉部の事務概要の説明、

質問等は終わりました。 

 ここで委員もしく当局の皆さんから、特にご発言

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ないようでしたら、当局職

員の皆さん方につきましては、報告事項があります

市民生活部市民課の職員さんを除いて、ここで退席

いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１０時４３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４５分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 それでは、議事順序を変更し、５の報告事項、（１）

令和３年度国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第５号）についてに入ります。 

 市民生活部市民課から説明をお願いします。 

 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） ３月３０日付、専決処分

しました令和３年度豊岡市国民健康保険事業特別

会計（事業勘定）補正予算（第５号）の経緯につき

ましてご説明をいたします。 

 資料をご覧ください。見出しのほうが令和３年度

国民健康保険（事業勘定）の予算不足についてとい

うものです。国民健康保険の保険給付費、医療費等

につきまして、県のほうから３月最終の支払いの通

知が３月２９日にございました。その通知に基づき

まして会計処理を行おうとしたところ、予算不足で

あることが分かりました。 

 支払い事務につきましては、３月３１日までに処

理しなければいけないということですので、市長合

意いたしました３月３０日付で専決処分をさせて

いただく旨を議長団のほうに報告をさせていただ
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きまして、会計処理をしたところでございます。 

 補正額としましては、１億８，０３４万３，００

０円でございます。 

 このたびは予算管理が不十分なことから、市長専

決処分で対応することとなりまして、大変申し訳ご

ざいませんでした。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） しようがないことなんですけ

ども、結構金額が大きいので、これ議長団だけでよ

かったんかっていうその疑念があって、もちろん、

何ていうか、文教民生の正副委員長はもちろんなん

ですけども、せめて委員にはあらかじめの話があっ

てもよかったんではないかと思うんですけども、そ

の点はどうですか。 

○委員長（田中藤一郎） いいですか。 

 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 今後気をつけたいと思い

ます。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員どうぞ。 

○委員（前野 文孝） まあ、そうだと思うんだよね。

ぜひそのようにしていただきたいと思います。以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） 金額が金額ですので、また

よろしくお願いします。 

 ほかにないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 以上で市民生活部市民課の

職員の皆さん、退席いただいて結構です。お疲れさ

までした。 

 委員会を暫時休憩します。再開は１１時。 

午前１０時４８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５５分再開 

○委員長（田中藤一郎） 委員会を再開します。 

 これより後半の部に入ります。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 今回は年度当初の委員会であり、４月１日付の人

事異動で当局職員に異動がありましたので、ここで

出席の皆さんに自己紹介をお願いしたいと思いま

す。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いいたします。 

 まず、委員からです。 

 私は、委員長の田中です。どうぞよろしく。 

○委員（岡本 昭治） 副委員長の岡本です。よろし

くお願いいたします。 

○委員（前野 文孝） 前野です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（上田 伴子） 上田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（福田 嗣久） 福田と申します。よろしくお

願いします。 

○委員（芹澤 正志） 芹澤です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（義本みどり） 義本です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（芦田 竹彦） 芦田でございます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 次に、地域コミュニティ振

興部から順にお願いいたします。 

○地域コミュニティ振興部長（幸木 孝雄） 失礼い

たします。地域コミュニティ振興部長の幸木です。

よろしくお願いいたします。 

○地域コミュニティ振興部参事（米田 紀子） 失礼

します。地域コミュニティ振興部参事の米田です。

文化振興課ではお世話になりました。引き続き、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○生涯学習課長（旭  和則） 地域コミュニティ振

興部生涯学習課長の旭と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○生涯学習課参事（土生田祐子） 生涯学習課参事、

図書館長をしております土生田です。引き続きよろ

しくお願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 文化・ス
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ポーツ振興課長をしております原田です。防災のと

きにはいろいろとお世話になって、ありがとうござ

いました。よろしくお願いします。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 文化・

スポーツ振興課、大岸と申します。よろしくお願い

いたします。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 新文化会

館整備推進室室長の櫻田です。引き続きよろしくお

願いします。 

○教育次長（正木 一郎） 教育委員会教育次長の正

木一郎です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育総務課長（永井 義久） 教育総務課長の永井

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（宇川 義和） 教育総務課参事の

宇川です。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（大谷 康弘） 教育総務課参事、

大谷と申します。引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

○こども教育課長（和田 晃典） こども教育課長の

和田です。よろしくお願いします。 

○こども教育課参事（木之瀬晋弥） こども教育課参

事、木之瀬と申します。よろしくお願いします。 

○こども教育課参事（森山 健二） こども教育課参

事、森山です。どうぞよろしくお願いします。 

○こども教育課参事（惠後原博美） こども教育課参

事、惠後原博美です。よろしくお願いします。 

○こども育成課長（吉本  努） こども育成課長の

吉本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○こども育成課参事（山本加奈美） 失礼します。こ

ども育成課参事の山本加奈美といいます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○こども育成課参事（河本 美佳） こども育成課参

事、河本と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） こども育成課参

事の吉谷と申します。よろしくお願いします。 

○こども育成課参事（桒垣 敦子） こども育成課参

事の桒垣敦子と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に、事務局を担当

します議会事務局の小崎と申します。よろしくお願

いします。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 今年度は当分の間、このメンバーで委員会審議を

対応していただくことになりますので、よろしくお

願いをいたします。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要について、まず、

当局から部単位で一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を行っていただきたいと思います。 

 本日は、あくまで事務概要の説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局の説明及び委員

からの質問は、要点を押さえて、簡潔明瞭にお願い

します。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いし

ます。 

 それでは、地域コミュニティ振興部から説明をお

願いします。 

 旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） それでは、資料は５

ページをご覧ください。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（旭  和則） 生涯学習課の事務概

要について、概略と主な事業についてご説明いたし

ます。 

 まず、日々人生を楽しむまちづくりの推進につい

てです。 

 ２つ目の基本方針をご覧ください。大きく３つの

柱とし、各種施策を展開してまいります。 

 概要をご覧ください。１つ目、「生涯学習機会の

充実と環境の整備」についてです。（１）植村直己

冒険館では、冒険精神の伝承と、子供たちへの体験

プログラムを実施します。（２）図書館未来プラン

（後期）の推進のため、子供の読書支援を重点課題

として取り組みます。（３）子どもたちが豊岡で世

界と出会う音楽祭は、５月３１日から６月５日まで

の６日間、街角コンサート、稽古堂イブニングコン
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サートをはじめ、最終日のファイナルコンサートま

で市内各所で２５の企画を実施いたします。（４）

生涯学習サロンでは、生きがい創造学院の活動はも

とより、新たに市民向けの体験講座などを検討して

まいります。 

 ２つ目、「地域ぐるみで子どもを育てる環境づく

りの推進」については、引き続き、子どもと心でつ

ながる市民運動を通じて、地域への子供の参加を促

し、青少年センターと補導員による見守り体制を維

持します。 

 ３つ目、「一人ひとりが大切にされ、自分の意思

と能力に応じて活躍する社会づくりの推進」につい

ては、人権教育推進員の派遣による地域や職場での

学習機会の提供、豊岡市人権教育推進協議会等との

連携による人権意識の啓発や教育に努めます。 

 続いて、資料は６ページをご覧ください。多文化

共生の推進についてでございます。４月から生涯学

習課が所管することになりました。 

 増加傾向にある外国人住民のコミュニケーショ

ン支援、生活支援、意識啓発と地域づくりに係る課

題解決のため、昨年９月に豊岡市多文化共生プラン

を策定いたしました。 

 基本方針として、このプランの戦略目的である、

暮らしやすいと感じている外国人市民が増えてい

る状態を達成するため、ライフステージに応じた情

報提供や継続的支援、活躍できる取組を推進します。 

 概要をご覧ください。１つ目、ＷＡＣＣＵ ＴＯ

ＹＯＯＫＡ等での外国人市民相談、交流事業及び研

修会開催等は、毎月第２、第４土曜日に多文化交流

サロンと題し、外国人市民の生活相談、日本や外国

の文化を学ぶ事業を実施いたします。 

 ２つ目、多言語化等によるコミュニケーション支

援及び生活支援は、市役所業務で多言語映像通訳、

多言語音声翻訳の端末を配置し、外国人市民との会

話をスムーズに行えるよう対応しています。 

 ３つ目、多文化共生プランの事業推進として、関

係機関で構成する多文化共生会議の設置、外国人市

民ワークショップ等の開催を予定しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） それで

は、７ページ、文化芸術の振興をご覧ください。 

 現況と課題、基本方針です。豊かな心を育み、活

力ある市民文化の向上を図るため、優れた文化芸術

に親しむ環境づくりと、市民自らが主体的に行われ

る自由で個性豊かな文化活動に対し支援をしてい

く必要があります。 

 そのためには、優れた芸術に触れる機会や公募展

の充実、文化芸術団体への支援、安心・安全な施設

管理に努め、関係団体との情報共有を図り、効果的

な情報発信、事業実施を行うことにより、施設の利

用拡大や市民文化の向上を図ってまいります。 

 概要につきましては、幾つか特徴的なものを説明

させていただきます。 

 概要欄の１番、文化芸術創造交流事業、豊岡アー

トシーズン２０２２ですが、今年度もこれまで同様、

春夏と秋冬の２期にわたって市内で開催される多

彩な文化芸術プログラムを、ウェブと紙媒体でお知

らせをいたします。 

 次世代を担う子供たち、高校生をはじめとする若

い世代や子育て世代を意識しつつ、市民の皆さんに

よりよい文化芸術へ親しんでいただけるよう、情報

発信をしてまいります。 

 ３番の市民会館自主事業でございます。和太鼓コ

ンサート、演奏会中の地震を想定した自衛隊避難コ

ンサート、それからバレンタインコンサートなど、

多彩な事業を行ってまいります。 

 ５番のコロナ禍で低迷する市民の文化芸術活動

支援といたしまして、昨年度も実施いたしましたａ

 ｔｅｍｐｏ豊岡を、今年度は文化芸術だけではな

くスポーツ分野にも広げてａ ｔｅｍｐｏ豊岡プ

ラスとして実施いたします。 

 ６番の豊岡市文化芸術振興計画の策定につきま

して、現在の計画が今年度で終了いたします。次年

度から５年間の計画を今年度中に策定いたします。 

 文化芸術振興につきましては、以上です。 

 続きまして、文化財の保護と活用についてご説明

をいたします。 
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 ８ページをご覧ください。自然、歴史、文化財や、

そこで培われてきた伝統文化は、その価値と魅力を

次世代に正しく継承していくことが必要です。地域

への愛着と誇りを醸成するため、文化財の保存と活

用に努めます。 

 概要についてですが、文化財パトロールや発掘調

査などのほか、埋蔵文化財の発掘調査、公開として

おります。但馬国分寺跡などの発掘調査や、宅地開

発などに伴う遺跡確認調査などを実施いたします。 

 国指定史跡の整備としております。但馬国分寺跡

の用地買上げを、今年度も引き続き進めてまいりま

す。 

 また、歴史博物館では、市民の方が来館しやすい

親しみやすい企画展や講演会、体験学習などを年間

通して実施いたします。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私から、

９ページでございます。地域に根差した生涯スポー

ツの推進と各種大会の誘致について説明させてい

ただきます。 

 市民が生涯を通して健康な生活を営むためには、

気軽に楽しくスポーツに親しめるというような社

会の実現が必要です。ウィズコロナというような新

しい日常を見据えた、いろんな取組も工夫していか

ないといけないというようなことを考えておりま

す。 

 基本方針でございます。引き続き、体育協会など

関係団体と協働して、いつでも、どこでも、いつま

でもスポーツに親しむことのできる環境と組織づ

くりを進めていきたいと考えております。 

 概要についてでございます。１項目め、スポーツ

教室など、体育、スポーツ活動の充実については、

コロナウイルス感染症対策の徹底を図りながら、地

域コミュニティなんかとも協力して、意識を高め、

取組を進めたいと考えております。 

 ２項目め、同じようなことですが、市の体協、ス

ポーツ少年団なんか各種スポーツ団体、指導者に対

してもやはり活動の支援というのは必要ですので、

そういったことを進めていきたいと考えておりま

す。 

 ３つ目でございます。次期スポーツ推進計画につ

きまして、今月、兵庫県のほうのスポーツ推進計画

が新たに策定されましたので、またその計画を参考

にしながら策定を進めていきたいと考えておりま

す。 

 ４項目めです。スポーツ施設等の整備ということ

を上げております。今年度につきましては、出石海

洋センタープールの改修だったりとか、あと、五荘

小学校の夜間照明のＬＥＤ化による更新を進めて

いきたいと考えております。 

 また、ここには記載しておりませんが、昨年度に

実施設計を終えております総合体育館の大規模改

修に向けたいろんな準備、契約の準備等を進めてい

くようなことも必要だと考えております。 

 ５項目めに、オリンピックレガシーへの取組とい

うことでございますが、東京オリンピック・パラリ

ンピックの取組の中で、いろんな培われた人間関係

だったりとか、いろんなご縁だったりとか、あと、

いろんな施設の改修なんかも踏まえて、今後、スポ

ーツ振興に役立てていきたいというふうに考えて

おります。 

 私からは以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） １０ペー

ジをご覧ください。資料の１０ページでございます。

新文化会館の整備についてでございます。 

 ２０１８年度から随時、基本構想、基本計画、基

本設計をまとめ、今年１月から工事発注に向けた実

施設計に着手しております。今年度は、引き続き実

施設計を取りまとめていくほか、建設地の土壌調査

や支障樹木等の伐採工事を進めていきます。 

 概要をご覧ください。１番の実施設計でございま

す。現在、基本設計をベースに、具体的な内容を精

査しておりまして、メーカーの見積り等を再度徴収

している段階でございます。 

 ２番の土壌調査でございます。昨年度実施しまし

た地籍調査結果を県のほうに提出しております。今

後、県より調査内容や範囲の指示を受けてから実施
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することとなります。 

 ３番の支障樹木等の移植及び伐採工事でござい

ます。移植工事については、現在、発注準備中でご

ざいます。伐採工事については、落ち葉が落ちる冬

に発注したいと考えております。 

 ４番の電波障害調査でございます。これは実施設

計の中で影響が出そうな範囲を確認して、調査を実

施することになります。 

 今後の予定でございます。来年度、２０２３年か

ら２５年度に整備工事に着手したいと考えており

ます。工事期間はおおむね２年半を見込んでおりま

す。２０２６年度、令和８年度でございますが、開

館を目指したいと考えております。その後、２０２

６年から２７年度に現市民会館を解体して、駐車場

を整備したいと考えております。 

 以上で地域コミュニティ振興部の説明を終わり

ます。 

○委員長（田中藤一郎） 以上で地域コミュニティ振

興部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いします。 

○委員（前野 文孝） なら、せっかくなんで。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） １つぐらいは質問させてもら

います。 

 スポーツ振興に関しての議論なんですけども、各

いろんなスポーツ団体の方々と話をしてると、少子

高齢化で確かに子供たちのスポーツ環境って、どん

どん縮小してるのが分かるんですけども、それ以上

に何か子供たちがスポーツとの距離を置き始めて

るような気がしていると。スポ少がどんどん縮小し

ていたり、いろんなスポーツ団体が廃止とか統合が

進んでる状況があって、実はサッカーなんかだと、

むしろ五荘とかの大きいところでやってないとか

いう状況があるみたいなんですけども、こういった

ことについてどのように評価されてるのか、どのよ

うに考えていらっしゃると、取り組もうとされてい

るのかについて、早速、新任の原田課長に聞きたい

と思って、よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 今、確か

にご指摘いただいたような傾向があると思います。

学校の統廃合とかも含め、とか人口の減少とかもあ

って、そういった生活環境を整えていくっていうこ

とは必要だというふうに考えておりますので、また、

今後、今、委員がおっしゃられましたような課題な

んかを、例えばスポーツ少年団だったりとか、各種

目別の体育の協会さんだったりとかというような

ことを聞く機会の中で、いろいろと改めてちょっと

勉強させていただいて、課題を改めて私もしっかり

共有させていただいた上で、適切な流れになるよう

に、適切な使用方法だったり活動の方法だったりに

つながるようなことの検討については、させていた

だきたいと考えております。 

 ちょっと今、具体的にこんなプランがあるという

ことは、私からはまだ言えるような知識も経験もあ

りませんので、控えさせていただきます。以上でご

ざいます。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ぜひお願いしたいと思います。

隣には生涯学習でがっちりやってる方もいらっし

ゃいますんで、ぜひ頑張っていただいて、新たな目

でどのように進めていくべきかというのをいろい

ろ考えていただければと思ってます。期待してます。

以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

○委員（岡本 昭治） １点だけ。 

○委員長（田中藤一郎） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） すみません、新文化会館整備

の中で、今年、実施設計、もう取り組まれていると

思うんですけども、これは設計中、途中の何か報告

というようなものは、私たちにいただけるかどうか

というのを一つ確認させていただけますか。 

○委員長（田中藤一郎） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 実施設計

の途中段階でのご報告ということで、予定しており

ます。 

 ただ、前回からもコロナ等による価格の高騰とい
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うご指摘を委員の皆様から受けておりますので、そ

の辺の見積りの精査をさせていただいて、その終わ

った段階で一度、中間報告っていうんですかね、ご

説明させていただきたいと考えております。以上で

す。 

○委員（岡本 昭治） よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 以上でよろしいですね。 

 続いて、教育委員会、説明をお願いします。 

 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） ２７ページをお願い

します。よろしいでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○教育総務課長（永井 義久） 教育・保育施設整備

等の推進になります。 

 現況と課題です。２行目になりますが、安全で豊

かな環境を整備する必要があるというふうにして

います。 

 基本方針につきましては、学校園、給食センター

の安全対策、それからＩＣＴ環境等の教育環境の整

備、充実を図るとしています。 

 概要です。１から６までありますが、まず、１の

非構造部材落下防止対策につきましては、小学校の

屋内運動場のスピーカーでありますとかＬＥＤ化、

そういったものの落下防止と、ガラス等の飛散防止、

それから屋根の改修なども計画している学校がご

ざいます。 

 今年度は、弘道から港までの３校を予定していま

す。主に夏休みに工事をかかって、負担を軽減した

いというふうに思っています。 

 ２つ目の老朽化した空調設備の更新ということ

で、昨年度までに普通教室、特別教室等の整備を終

えましたが、特別教室は一部になりますが、終えま

したが、職員室、保健室、事務室等の老朽化した空

調を更新したいというものでございます。 

 ３つ目の長寿命化、大規模改修工事の基本設計に

なります。個別施設計画の最優先の学校になってい

ます三江小学校、１９８３年と１９８８年築の校舎

を持つ学校ですけども、地球温暖化の防止対策も含

めた基本設計、それから一部、複合化も検討する必

要があるというふうに考えています。 

 ４つ目でございます。１人１台端末を整備しまし

て、ネットワークの環境改善ということで、大規模

な学校につきましては、回線が端末の数に対して追

いついていないところがありますので、その改善と、

ＧＩＧＡスクール運営支援センターということで、

従来のＩＣＴ支援員を組織として対応する、そうい

う仕組みを今年度から実施したいと思っています。

学校訪問でありますとか、ヘルプデスク、インシデ

ントの対応というようなことで概要になっていま

す。 

 それから、５点目です。栄養バランスを確保する

ための学校給食費の在り方ということで、消費税が

アップしたときでありますとか、近年の食材費の高

騰に対しまして、学校給食の材料費っていうのは、

基本的には保護者負担というふうにしてますので、

いろんな工夫をして給食提供をしておりますけど

も、非常に今厳しくなっていますので、この在り方

について今年度、研究をしていきたいというふうに

思っています。 

 ６番目につきましては、学校給食の野菜等の地産

地消を３６．３％以上を目指すというものでござい

ます。 

 続きまして、２８ページをお願いします。小中学

校の適正規模・適正配置計画の推進等でございます。 

 現況と課題につきましては、一番最後の行ですけ

ども、２０２１年の１２月に計画を策定したという

ことでございます。 

 その計画に基づきまして、基本方針ですけども、

学校統合を基本に再編を進めるというふうにして

おりますが、その進め方につきましては、保護者や

地域住民との丁寧な説明や合意形成を基本に進め

たいというふうに考えています。 

 概要です。計画の推進と、それから個別統合の推

進というふうに分けています。計画に基づいて推進

する部分と、２番目の部分につきましては、地区か

ら要望書を受けた対応というふうに分けています。 

 まず、計画の推進の中の今年度の予定につきまし

て、八代小学校からは小規模特認校の検討というこ
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とで要望をいただきましたので、５月に第１回目の

ワークショップを検討したいというふうに思って

います。 

 竹野地域につきましては、計画の中では施設一体

型小中一貫校というふうに考えておりますが、地域

の方からは、現在地の建設ということを意見いただ

いておりますので、その調整の説明会を開催したい

というふうに思っています。 

 それから、寺坂、福住、小坂、小野につきまして

は、出石地域の中で一番早く検討を進めなければな

らない地域になっていますので、校区の説明会を開

催する予定になっています。 

 ２つ目の個別統合ですけども、合橋と高橋、それ

から日高と静修でございます。２０２３年の４月の

統合に向けて、合橋、高橋につきましては、これま

で２回の統合準備委員会を開催しています。今年度

につきましては、交流でありますとか細かい学校等

の運営の調整を図りたいというふうに思っていま

す。日高と静修につきましては、第１回を５月に開

催して、１年をかけて学校の名称でありますとか、

それから制服等、そういう細かい調整を図っていき

たいというふうに思っています。以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 資料２９ページを

ご覧ください。豊岡市における教育の充実について

説明をいたします。 

 まずは、基本方針につきましては、３つの柱を掲

げております。 

 １つ目は、子供たちの発達段階を踏まえ、幼児教

育から小・中学校までの接続を重視しながら「あた

まの力」、「こころの力」、「からだの力」をバラ

ンスよく育成し、「生きる力」を育むことです。 

 ２つ目として、教職員一人一人の資質、能力の向

上とチーム学校としての組織づくり、安全・安心な

教育環境の整備です。 

 ３つ目は、学校、家庭、地域が連携、協働した教

育の推進です。 

 次に、概要についてです。主なものを上げており

ますけれども、その中から５点説明をいたします。 

 １つ目は、一番最初の非認知能力向上のための取

組の推進です。これまで３年間のモデル校での実施

を終えまして、今年度からは市内全ての小学１年生

を対象に、演劇ワークショップを実施する予定です。

指導につきましては、引き続きプロのファシリテー

ターを活用するとともに、プログラムの内容や取組

の効果についても検証を行っていく予定としてお

ります。 

 ２点目は、２番目の豊岡市小中一貫教育、豊岡こ

うのとりプランの実施です。これまでより市内全て

の学校でふるさと教育、英語教育、コミュニケーシ

ョン教育等について共通実践を図ってまいりまし

た。学習指導要領で示された資質、能力の育成を踏

まえまして、子供たちにとって、より実効性の高い

教育活動の取組になるようにしていきたいと考え

ております。 

 ３点目です。資料の３０ページになります。１１

番目の新型コロナウイルス感染症に対する安全・安

心な教育環境づくりです。子供たちの学びを止めな

いためにも、各学校で感染症対策を踏まえた教育活

動を推進するとともに、新型コロナウイルス感染症

予防に関する正しい知識の習得や、人権的な視点か

らの指導を継続していきたいというふうに考えて

おります。 

 ４点目に、１２番目のＩＣＴを活用した指導力の

向上です。１人１台のタブレットが整備されました。

引き続き研修等を実施しまして、教員や児童生徒の

ＩＣＴ機器の利活用の向上を一層図ってまいりた

いと考えております。 

 最後、５点目です。１４番目の学校における働き

方改革の推進です。教員の業務の負担軽減を図るた

めに、スクールサポートスタッフと中学校部活動指

導員の配置を予定しております。そのほかの業務改

善の取組を踏まえまして、教員の業務負担の軽減に

取り組みながら、教育活動の充実を図ってまいりた

いと考えております。 

 そのほかにつきましては、継続事業となります。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○委員長（田中藤一郎） 吉本課長。 
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○こども育成課長（吉本  努） ３１ページをご覧

ください。子ども・子育て支援事業の推進について

ご説明いたします。 

 まず、現況と課題につきましては、子供や家庭を

取り巻く環境が大きく変化している中、就学前の教

育、保育及び子育て支援事業の充実を図ってまいり

たいと考えております。 

 基本方針につきましては、就学前の教育・保育及

び子育て支援事業の充実を図るとともに、待機児童

解消対策を進めること、また、本市の特色ある取組

であります運動遊び、英語遊び保育を進めることと

いたしております。 

 続きまして、概要につきましては、本年度、主要

なものを上げさせていただいております。 

 １番目、待機児童解消対策の推進についてです。

豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあ

り方計画を２０２１年２月に策定いたしました。こ

の計画に基づきまして、具体的な事業展開を図って

まいります。 

 まず、１つ目ですが、市立保育園の認定こども園

への移行です。まず、アートチャイルドケア豊岡こ

うのとり保育園、蓼川保育園の施設整備を進めてま

いります。アートチャイルドケア豊岡こうのとり保

育園につきましては、本年度整備、蓼川保育園につ

きましては、今年度から２か年で整備を行う予定と

しております。 

 ２つ目です。公立幼稚園、認定こども園の統廃合

といたしまして、豊岡めぐみ、ひかり幼稚園の統合、

合橋、高橋認定こども園の統合、新田、中筋、神美

幼稚園の閉園及び田鶴野幼稚園の閉園を予定いた

しております。 

 なお、田鶴野幼稚園につきましては、今年度、通

園を希望する園児がないということから、現在、休

園という形をさせていただいております。 

 ３つ目です。放課後児童クラブの専用施設化に向

けた改修を行います。 

 １つ目は、豊岡第２放課後児童クラブの整備です。

現在の豊岡ひかり幼稚園の閉園に合わせまして、同

園で開設いたしております豊岡第２放課後児童ク

ラブを豊岡小学校内に移転整備をする予定といた

しております。 

 次に、田鶴野、静修、小坂の放課後児童クラブの

トイレの改修を行ってまいります。これら３つのク

ラブにつきましては、現在、旧の幼稚園舎を活用し

て開設いたしておりますが、どうしても小学生の体

格に合わない幼児用の便器という形になっており

ますので、洋式便器の取替えですとか、トイレブー

スの変更等を行ってまいります。 

 及び新田、神美の放課後児童クラブの専用施設化

に向けた改修といたしまして、幼稚園の閉園後、放

課後児童クラブの専用施設として活用したいと考

えておりますので、今年度につきましては実施設計

を行ってまいります。 

 大きな番号２つ目です。就学前の教育・保育の充

実についてです。 

 まず、（１）番の質の高い就学前の教育・保育の

推進につきましては、２０２０年の２月に策定いた

しました第２次スタンダード・カリキュラムと、２

０２２年の３月に策定しました、その活用の手引を

基に保育実践をすることによって、保育所、幼稚園、

認定こども園のいずれの園においても、同等の質の

幼児教育・保育を実践してまいります。 

 （２）です。運動遊び、英語遊び保育の推進につ

いてです。運動遊び、英語遊びは、豊岡の特色ある

取組と考えております。今後も引き続き、子供の実

態に合わせて内容の充実に努めながら、幼児期の運

動遊び、英語遊びを推進してまいります。 

 ３つ目です。子育て支援総合拠点等整備の推進に

ついてです。 

 これらにつきましては、２０２２年の３月にアイ

ティ４階部分の整備を完了して、本年度は７階フロ

アにこども支援センターの移転を中心とした施設

整備に着手いたします。 

 具体的には、５月の下旬ぐらいに工事着手をして、

８月末ぐらいの完成をしたいというふうに考えて

おります。 

 教育委員会の説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 以上で教育委員会の説明は
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終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 質問が１点と意見が１点あり

ます。 

 質問は、端末を皆さんに配備したんですけど、壊

れた場合、子供が使うタブレットが壊れた場合の修

理の負担とか、何かそういうのはおありだったら、

誰が修理代を出すかということが分かれば教えて

ください。まず質問１点です。 

○委員長（田中藤一郎） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 現在、学校のほうか

らは、学校以外で家庭でも端末の部分、ご利用いた

だくことになりますので、兵庫県のＰＴＡ協議会と

いうところが持っています保険に積極的に加入い

ただくようにしています。保護者のほうがです。家

庭での事故と学校での事故について、最大５万円程

度の保険が利いて、対応いただけるということです。 

 保険未加入者もございますので、その部分につい

ては、具体的な事案によって異なってきますので、

詳細なものをちょっと今、検討しておる最中なんで

すけども、例えば故意に壊したりとか、特別支援が

必要なお子さんがされたりっていう場合もありま

すので、個別に非常に事案が異なるので、そこは一

定の決まりで判断すべきところではないというふ

うに思っていますので、事案に応じた対応をちょっ

と今は検討したり対応しているところでございま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

 ちらっと小耳に挟んだんですけど、ほかの市町は

保護者に負担がないような何かがあるけれども、豊

岡はないん違うんかなというのをちらっと小耳に

挟んだことがあったので、気になってちょっと質問

させていただきました。すみません、ちらっと挟ん

だだけなんですけど。 

○委員長（田中藤一郎） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） これまでに保険をご

利用された方もありますし、保険未加入者の方で、

やむを得ず落として画面が割れたっていう部分に

ついて、その事案を見て、市の負担で対応させてい

ただいた場合もございましたので、そこは引き続き

内容を見て判断したいというふうに思っています。 

○委員長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ほっとしました。 

 それから、要望、要望というか、すみません、教

育長が３月議会のときに、不登校の方の保護者の不

安を取り除くために、前向きになるような何か施策

を、たしか座談会みたいなことをおっしゃられたと

思います。保護者の不安を取り除くことはとても大

事なことやと思います。毎日接する保護者の方が落

ち着けば、子供さんへのいい影響がなるかと思いま

すので、詳しい回答は今結構です。期待しておりま

すので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 私も期待しておりますので、

よろしくお願いします。 

 そのほか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ないですね。 

 それでは、この件はこの程度にとどめたいと思い

ます。 

 以上で地域コミュニティ振興部、教育委員会の事

務概要の説明、質問等は終わりました。 

 ここで委員もしく当局の皆さんから、特に発言は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ないようでしたら、ないで

すね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ないようでしたら、当局職員の皆さん方につきま

しては、報告事項があります教育委員会教育総務課

の職員さんを除いて、ここで退席していただいて結

構です。お疲れさまでした。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１１時３４分休憩 

──────────────────── 

午前１１時３４分再開 

○委員長（田中藤一郎） 委員会を再開します。 



 28

 それでは、議事順序を変更し、５の報告事項、（２）

小坂小学校駐車場における強風による損害賠償に

ついてに入ります。 

 教育委員会教育総務課から説明をお願いします。 

 正木次長。 

○教育次長（正木 一郎） このたび３月２６日、強

風が吹きまして、小坂小学校におきまして駐車中の

車に損害を与える事故が発生しました。詳細につき

ましては、総務課長のほうから説明させていただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 資料をご覧いただい

ておりますが、事故発生は３月２６の午後１時１５

分です。場所が豊岡市立小坂小学校の屋内運動場の

横の駐車場ということです。相手方につきましては、

ご覧のとおりです。損害賠償額につきましては、１

７万８，７７２円の見込みということですけども、

代車を利用されてないので、これ以下になるという

ふうに見込んでいます。 

 事故の概要をご覧ください。地図と併せてご覧い

ただきたいと思いますが、屋内運動場の横にありま

す駐車場に、本来でありますと固定しておくべきご

み箱が、強風によって移動してしまったために、そ

の横に止めていた車に当たって損害を与えたとい

うことでございます。 

 保険会社のほうが、市が過失があったということ

で、全額保険で出るわけですけども、市の責任とし

ましては、ごみ箱自体にこまがついていまして、そ

れが動かないように車止めでありますとか、ロープ

等で固定すべきであったものがされてなかったと

いうことで、今回１０割の負担ということになって

います。 

 裏面をご覧いただきますと、写真をつけておりま

すが、一番上の写真がそのごみ箱の位置でございま

すし、２枚目はちょっと詳細なものになっています。

下２枚が車ということで、へこみが２か所出たとい

うことで、修繕内容につきましては、板金といいま

すか、と塗装の部分になってきますし、今回は、先

ほど申しましたとおり、代車を使ってられないので、

この額から大体４万２，０００円ぐらい減額される

のではないかなというふうに見ています。以上でご

ざいます。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、質疑はありませ

んか。 

 岡本副委員長、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） これ、同じようなタイプのご

み箱以外にも、何か各小学校にないかどうかという

のを点検していただいて、また同じことが起こらな

いような確認をしていただければいいかなと思い

ます。 

○委員長（田中藤一郎） ご意見。 

○委員（岡本 昭治） 意見です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか、それでは。 

 以上で教育委員会教育総務課の職員の皆さんは

退席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１１時３８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時３９分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開します。 

 それでは、次に、協議事項に戻りまして、（２）

委員会重点調査事項についてを議題といたします。 

 ご参考までに、本３月時点での当委員会の重点調

査事項を発信しておりますが、改めて今期の委員会

重点調査事項について、本日の事務概要の説明を踏

まえた上で協議をお願いします。よろしいですか、

もう、別に。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） この件につきまして、ご意

見等はないということで、それでは、これらの項目

を重点調査事項としてご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議ないようですので、

重点調査事項については、以上のように決定いたし

ました。 

 続いて、６、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かご意見などありま
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すか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） それでは、次第７、閉会、

これをもちまして、文教民生委員会を閉会いたしま

す。お疲れさまでした。 

午前１１時４１分閉会 

──────────────────── 

 


